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8．　　骨代謝マーカー測定による骨粗霧症骨折の骨代
謝環境の評価
（整形外科学）三松興道、宮川直樹、山本謙吾、今給黎篤弘、
三浦幸雄
　従来、骨改変の研究では組織形態計測学的方法が用い
られてきたが、骨採取による侵襲が大きく観察部位に制限
があった。近年、骨代謝マーカーといわれる骨組織に存在
する化学物質の尿中、血中濃度の測定が行われ、骨代謝状
態の把握、疾患のスクリーニングおよび治療効果判定に応
用されてきている。
　今回、我々は骨粗懸症に起因すると思われる骨折を来
した症例から骨代謝マーカーとして血中Intact
osteocalcin、　N－frag皿ent　osteocalcin、尿中Pyridinoline、
Deoxy－pyridinolineを測定し、骨代謝環境の差異を検討し
た。この結果、骨折群では低回転で骨吸収優位の骨代謝環
境が示唆された。
10．　　グアニジノ化合物（G）の影響による溶血が貧
血の主な原因と考えられた一例
（八王子老年病科）藤井広子、近喰　櫻
（老年病学）高崎　優
　症例は99歳の女性。誤飲性肺炎および完全房室プロヅ
クにてICUへ緊急入院。入院時中等度の正色素性正球性貧
血、網赤血球数の増加を示した。また赤血球形態では奇形
赤血球が認められたため、赤血球抵抗を測定した。その結
果最大抵抗と最小抵抗の何れも上昇を示した。したがって
赤血球膜の抵抗は弱く、このため溶血による貧血が最も疑
われた。生化学ではLDHが高く、ハブトグロビンは低下し
ていたが、血清ビリルビン（間接）ならびに尿中ヘモジデ
リンは異常を示さなかった。また特殊検査では自己抗体、
血清補体価、クームス試験（直接、間接）、ハムおよび砂
糖水試験は何れも異常なかった。一方、本症例は腎機能に
障害があったため、尿毒症性毒素による影響を考えGを測
定した。その結果メチルグアニジンの増加はなかったが、
一方グアニジノコハク酸（GS）が異常に増加していた。以
上により貧血はGSの影響による溶血が主な原因と考えられ
た。
9．　　肥満とインスリン分泌予備能の検討
（内科学第三）田中明子、伊藤禄郎、鎮目　学、鈴木孝典、
福田　元、調　進一郎、田中彰彦、三輪　隆、佐藤潤一、
金澤　昭、金澤真雄、能登谷洋子、林　　徹
　肥満とインスリン分泌能や脂質との関連について検討
した。対象は75g　GTTにて正常型（24名）または境界型（78
名）を呈した102名（男性58名、女性44名、平均54．3歳、
平均BMI24．7kg／m2）である。　BMIには男女差を認めなかっ
たが、女性は男性に比し体脂肪率は大きい傾向を認めた。
また、BMIにより3群に分類すると、3群間で空腹時血糖、
Σ血糖には差を認めなかった。しかし、空腹時IRIやΣIRI
は、やせ群、正常群に比し肥満群で有意に高かった。また、
3指間で総コレステロール値、H肌一コレステロール値には
差を認めなかった。しかし、中性脂肪は、やせ群、正常群
に比し肥満群で有意に高かった。
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